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薄肉管・厚肉管の成形限界をさらに向上させるために，新しい成形法 CFlexible Edge Forming 法， FEF法)を
提案している o FEF法では，プレークダウン工程において下ロールを 2 分割し，下ロールの傾斜角を調節すること
によって各種の肉厚の管材に対応できるようにし，板材のエッジ部を効率よく曲げることができる o FEF法の有効
性を確認するために実験を行い，傾斜角の変更により薄肉管でもエッジ部を十分に曲げることができ，従来プロセス
に比べてエッジ部の最縁部まで成形できることを明らかにしている o FEF法では，ロールと素材の接触が連続的に
変化するため厚肉管の成形時に発生する圧痕・エッジ減肉が減少し，さらに成形過程が安定しで溶接品質も向上するO
以上の成果は，電縫管のロール成形に関して有益な新しい知見を与えるものであり，生産加工技術の進歩に貢献す
るところ大であり，博士(工学)論文として価値あるものと認めるo
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